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研究テーマ 
オーキシンデグロン技術を駆使して、ヒト細胞の染色体機能を解析しています。
また、CRISPR9-Cas9ゲノム編集などに関連する新たな細胞工学技術を開発して
います。 
 
研究内容について 
オーキシンデグロン(AID)法とは、当研究室が開発したタンパク質を直接分解す
る新たな発現調節技術です。 

 
CRISPR9-Cas9ゲノム編集を利用して、ヒトオーキシンデグロン変異細胞を作る
ことができます。この変異細胞では、植物ホルモンオーキシンを培地に投与す
るだけで、半減期 15-20分で任意の因子を分解除去することができます。 

 
 
オーキシンデグロン技術は世界的にも注目されており、2016
年に発表した論文では表紙に取り上げられました (Natsume 
et al. Cell Repoets, 2016)。 
 
 



こうした新たな細胞遺伝学的技術を用いて、ヒト細胞の DNA複製と染色体分配
メカニズムの解明を目指しています。最新の論文では DNA複製時に起こる障害
に対処する、新たなバックアップメカニズムを発見しました (Natsume et al. 
Genes & Development, 2017)。 
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学生募集 
研究室は国際的環境で、海外グループとの共同研究も複数行なっています。細
胞のがん化、ゲノム編集、染色体機能などに興味があり、新しいことに挑戦し
たい意欲のある学生を募集しています。 
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